
和歌山県田辺湾の小丸島岩礁海岸転石帯におけるホヤ類の季節的消長
 ─1978～79 年の月別調査から─

西　川　輝　昭＊

Teruaki NISHIKAWA：Monthly changes in dominance and maturity in 1978 and 1979 of ascidians（Urochordata：Ascidiacea）
inhabiting the intertidal rocky boulder shore of Komarujima Islet，Tanabe Bay，Kii Peninsula，Japan

は　じ　め　に

筆者は 1978 年 3 月からちょうど 1年間，和歌山県西
牟婁郡白浜町沖の田辺湾に浮かぶ小丸島（こまるじま，
干潮時に畠島と砂洲でつながる小島）の磯で，そこに生
息するすべてのホヤ類（尾索動物ホヤ綱）の季節的消長
と繁殖期をほぼ毎月の定期サンプリングによって調査し
た。ある自然海岸に生息するすべてのホヤ類を対象とし
たこのような定期調査は，当時前例がなかったためであ
る。大垣（2008）は，田辺湾における長期にわたる水質
変化を詳しく解析して「1960 年代から 1980 年代にかけ
て，有機負荷の増大によって田辺湾の富栄養化が進み，
1980 年代にピークに達した」（p．25）と述べている。し
たがってこのサンプリングは，田辺湾の富栄養化が進行
しつつあった時期に行われたことになる。調査は 1年間
限りだったので精細な議論に耐える結果とはなっていな
いが，今から 40 年以上前の小丸島ホヤ相とその生態に
関する記録を残しておくことにも意味があろうと考え，
ここに報告する。

方 　 　 法

田辺湾に浮かぶ小丸島の北岸岩礁海岸潮間帯には，大
垣（2010，図 2－19）が「西礫帯」と呼ぶ転石域が広がっ
ている。ここを大潮干潮時に 1時間余歩き回り，転石の
一つ一つについて，その表面に付着するホヤ類をすべて
調べた。転石の多くは直径 10 ～ 20 cmであったが，大
きなものでは 50 ～ 80 cmに達した。転石の下は礫ない
し岩盤で，ホヤ類は転石の下面にのみ見出された。なお，
この調査に先立って，同じ地点でホヤ類を採集・同定し
て，ホヤ相の概要を把握した。
調査は，1978 年 3 月 28 日，4 月 9 日，4 月 28 日，6

月 5 日，6 月 21 日，7 月 21 日，8 月 17 日，9 月 18 日，
10 月 13 日，11 月 13 日，12 月 16 日（夜間），1979 年 1
月 27 日（夜間），3月 2 日の，計 13 回実施した。毎回，
ホヤ類各種の優占度を以下の基準で求めた：調べたすべ
ての転石のうちで当該種が発見された転石が皆無なら
0，それがごくわずかであれば 1，5 分の 1 程度であれば
2，3分の 1程度であれば 3，2分の 1程度であれば 4，そ
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図 1  小丸島転石下面に生息するスミゾメボヤ Didemnum translucidum TOKIOKA（A：1978 年 4 月 9 日撮影）とタイワン
マメボヤ Perophora multiclathrata（SLUITER）（B：1978 年 7 月 21 日撮影）

Fig．1．Photographs of Didemnum translucidum TOKIOKA（A：9 Apr．1978）and Perophora multiclathrata（SLUITER）（B：21 July 
1978）inhabiting the lower surfaces of intertidal boulders on Komarujima Islet，Tanabe Bay，Japan.
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れ以上であれば 5，とした。同時に，出現したホヤの一
部を採集し，研究室に持ち帰ってからメントールで麻酔
後，10%弱の海水ホルマリンで固定し，70%エタノー
ルで保管した。標本は，同定確認と成熟度調査のために，
双眼実体顕微鏡を用いてすべて解剖して観察した。成熟
度は，両性生殖腺が配偶子で満たされている場合を完熟
（fully mature），それほどではないが配偶子が認められる
場合を部分熟（partly mature）とした。標本の一部は国
立科学博物館動物研究部（NSMT）と名古屋大学博物館
（NUM）に保管されている。

結 果 と 考 察

表 1に結果を示す。以下，出現種，各種の季節的消長
および成熟期について述べる。

出現種：計 18 種が出現した。すなわち，シモフリボヤ
Aplidium yamazii（TOKIOKA, 1949）［ 標 本 は NSMT-Pc 1236
－1243，4458として保管］，ヒトエシモフリボヤ（新称）A．
monotonicum（TOKIOKA，1954）［NSMT-Pc 1485－1493］，ミ
ナミシモフリボヤ A．multiplicatum SLUITER，1909［NSMT-
Pc 1233］，シロウスボヤ Didemnum moseleyi（HERDMAN，
1886）［NSMT-Pc 1502－1503］，ミナミウスボヤ D．proliferum 
KOTT，1981，スミゾメボヤ D．translucidum  TOKIOKA，
1953 ［NSMT-Pc 1493－1500；図 1A］，ミスジウスボヤ
Trididemnum savignyi（HERDMAN，1886）［NSMT-Pc 1248］，
ネンエキボヤ Diplosoma mitsukurii OKA，1892 ［NSMT-
Pc 1253－1260］，トカラキノコボヤ Eudistoma tokarae 
TOKIOKA，1954［NSMT-Pc 1262－1263］，ベニキノコボヤ E．
tokiokai NISHIKAWA，1990［NSMT-Pc 1261，4057］，ハナチ

出現種 Species （和名 Japanese name）

調査年月日　Date of survey

1978 1979

28 Mar． 9 Apr． 28 Apr． 5 June 21 June 21 July 17 Aug．18 Sept．13 Oct．13 Nov．16 Dec．* 27 Jan．* 2 Mar．

Aplidium yamazii （シモフリボヤ） 4 /FM 5 5 /FM 5 /FM 2 /FM 1 0 0 2 /FM 1 /PM 0 2 3

Aplidium monotonicum（ヒトエシモフリボヤ、新称） 1 /F 0 2 /FM 3 /FM 0 0 0 3 /FM 3 /FM 1 /FM 0 1 /PM 1

Aplidium multiplicatum（ミナミシモフリボヤ） 0 0 0 0 0 1 /PM 2 0 0 0 0 0 0

Didemnum moseleyi （シロウスボヤ） 2 0 0 0 5 /FM 2 1 /PM 0 0 0 0 0 0

Didemnum proliferum （ミナミウスボヤ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

Didemnum translucidum （スミゾメボヤ） 0 2 2 2 /PM 2 /PM 2 /FM 2 0 0 1 2 1 0

Trididemnum savignyi （ミスジウスボヤ） 0 0 0 0 3 2 1 0 0 0 0 0 0

Diplosoma mitsukurii （ネンエキボヤ） 0 3 3 5 /FM 5 /FM 3 /PM 3 /PM 3 /PM 3 /B 3 /B 1 1 /B 0

Eudistoma tokarae （トカラキノコボヤ） 0 0 1 1 /FM 0 0 0 0 0 0 0 0 2 /PM

Eudistoma tokiokai （ベニキノコボヤ） 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Distaplia systematica （ハナチラシボヤ） 0 0 2 2 /FM 0 2 /FM 0 0 0 0 0 0 0

Perophora multiclathrata （タイワンマメボヤ） 0 0 0 2 0 4 /FM 3 4 /FM 5 /FM 4 0 0 0

Perophora sagamiensis （サガミマメボヤ） 0 0 0 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0

Ascidia zara （ザラボヤ） 1 /FM 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

Symplegma japonica （チギレコバンイタボヤ） 0 3 2 3 /PM 4 3 2 0 3 0 0 0 0

Cnemidocarpa irene （シロボヤモドキ） 0 0 0 0 1 /FM 0 0 0 0 0 0 0 0

Styela canopus （フタスジボヤ） 1 /PM 0 0 0 2 /FM 2 3 /FM 2 /PM 1 /FM 2 /FM 2 2 3

Herdmania pallida （ベニボヤモドキ） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

種数の合計　Total species number 6 4 8 10 8 12 9 5 7 7 3 6 6

*） 夜間調査 Surveyed at night．

表 1 田辺湾小丸島岩礁海岸転石帯に出現したホヤ類の優占度と成熟度の季節変化（1978－79 年月別潮間帯調査の
結果）。優先度（0 ～ 5）については本文参照；成熟度については完熟を FM，部分成熟を PM，出芽を Bで表す。

Table 1．Dominance and maturity of ascidians inhabiting the rocky intertidal boulder shore of Komarujima Islet，Tanabe Bay，
Kii Peninsula，Japan，as revealed by monthly surveys from 1978 to 1979．　Dominance degrees 0 to 5 defined for each 
species as “0”（no ascidian-inhabited boulders），“1”（a few inhabited boulders），“2”（ca．one fifth of all examined boulders 
inhabited），“3”（one third of all examined boulders inhabited），“4”（one half of all examined boulders inhabited），and 
“5”（more than half of all examined boulders inhabited）； level of maturity indicated by FM（fully mature），PM（partly 
mature），or B（budding observed）．
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ラシボヤ Distaplia systematica TOKIOKA，1958［NSMT-Pc 
1266－1267］，タイワンマメボヤ Perophora multiclathrata

（SLUITER，1904）［NSMT-Pc 1270－1273，4058；図 1B］，サ
ガミマメボヤ P．sagamiensis TOKIOKA，1953 ［NSMT-PC 
1504－1509］，ザラボヤ Ascidia zara OKA，1935［NSMT-
Pc 1280，4059，4459］，チギレコバンイタボヤ Symplegma 
japonica TOKIOKA，1962［NSMT-Pc 1291－1292，4062－
4064］，シロボヤモドキ Cnemidocarpa irene（HARTMEYER，
1906）［NSMT－Pc 1511］，フタスジボヤ Styela canopus 

（SAVIGNY，1816）［NSMT-Pc 1300－1302，1512，4460］， お
よび，ベニボヤモドキ Herdmania pallida（HELLER，1878）
［NUM-Az 0052； NSMT-Pc 1513］であった。なお，イタ
ボヤ科 Botryllidaeのホヤもほぼ毎回認められたが，成
熟群体が得られず属レベルの同定も不可能であったた
め，小文から除外した。出現種の多くは日本列島各地の
暖水域岩礁海岸潮間帯に見られるホヤである（たとえ
ば，西川，1988，1995，2017；ベニボヤモドキについては
NISHIKAWA，2002 参照）。例外はヒトエシモフリボヤで，
タイプ産地であるトカラ列島宝島以外には，これまで小
丸島でしか発見されていない（ただし，本種と類似す
る標本がポナペ島で発見されている；NISHIKAWA，1984 参
照）。この意味で，本種の小丸島個体群は貴重な存在だが，
現状は不明である。
季節的消長：表 1から，出現種数は 6～ 8 月といった高
水温期に多くなる傾向が見てとれる。次に，調査した
全 13 回の半数にあたる 7回およびそれ以上出現した種
について季節的消長をたどってみると，スミゾメボヤや
フタスジボヤは，優占度はあまり高くないがほぼ周年出
現する。他方，顕著な季節性を示す種として，シモフリ
ボヤとヒトエシモフリボヤは夏と冬に激減するが，前者
が春に最盛期を迎えるのに対して，後者はむしろ秋にそ
れを迎えるようだ。また，ネンエキボヤは冬に激減する
が春に復活し初夏に最盛期を迎える。タイワンマメボ
ヤとチギレコバンイタボヤも真冬に姿を消すが，タイ
ワンマメボヤが春に復活すると初夏から初冬に盛期を
迎える（盛夏にやや衰える）一方，チギレコバンイタ
ボヤは春から秋まで出現し続ける（晩夏に一時衰退）。
なお，1978 年 6 月 5 日にシモフリボヤがメダカラガイ
Purpuradusta gracilis（GASKOIN，1849）に，そして同年 9
月 18 日にタイワンマメボヤがイボニシ Reishia clavigera

（KÜSTER，1860）やヌノメイトマキヒトデ Aquilonastra 
batheri（GOTO,1914）に食害されていた。
成熟期：表 1から明らかに，今回出現した種の圧倒的多
数は，真冬から早春にわたる低温期には成熟しないこと
がわかる。例外はヒトエシモフリボヤで，1月にも部分
熟していた；本種は 7～ 8 月と 12 月には出現しなかっ
たが，それ以外の月に出現する時にはほぼ常に成熟（そ

れも多くは完熟）していた。これは本種における初めて
の知見であり，注目すべき結果といえる。なお，トカラ
列島で 6ないし 7月に採集された本種のシンタイプは成
熟していたが（TOKIOKA，1954），これと今回の結果とは
矛盾しない。もう一つの例外は早春に成熟個体が採集さ
れたザラボヤだが，今回の調査でごく稀にしか発見され
なかったので，詳細な議論は差し控えたい。なお，ヒト
エシモフリボヤ同様採集例が少ないスミゾメボヤは，こ
れまで相模湾において 8～9 月に成熟することが知られ
ていたが（時岡，1953），今回小丸島では 5～6月にのみ
成熟していた（表1）。この食い違いの原因は不明である。
なお，本種はすでに TOKIOKA（1962）によって畠島から成
熟群体が記録されているが，その採集年月日は残念なが
ら不明である。
その他の種でこれまで成熟期の知見があるシモフリ
ボヤとネンエキボヤについて，今回の結果と比較してみ
る。まずシモフリボヤだが，高知県宇佐ではおそらくス
ライドカルチャーによって，「有性生殖はほぼ年間を通
じてみられ」たが（中内，1977，p．40），小丸島では成
熟群体が 3～ 6月と 10 ～ 11 月にしか認められなかった
（表 1）。また，ネンエキボヤについても，神奈川県三浦
市の油壷湾と諸磯湾において潮間帯の転石に付着した群
体について，周年成熟していたとされるが（YAMAGUCHI，
1975），小丸島では6～9月にのみ成熟群体が見られた（表
1）。これらの不一致の原因も未解明である。
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Summary

Monthly intertidal collections made from May 1978 to 
May 1979 in the rocky boulder shore of Komarujima Islet，

adjacent to Hatakejima Is.，Tanabe Bay revealed seasonal 
changes in dominance and maturity of the inhabiting ascidian 
species．Eighteen species were recorded，including Aplidium 
yamazii（TOKIOKA,1949），A．monotonicum（TOKIOKA，
1954），A．mul t ip l i ca tum  SLU ITER，1909，Didemnum 
moseleyi（HERDMAN，1886），D．proliferum KOTT，1981，
D．translucidum TOKIOKA，1953，Trididemnum savignyi

（HERDMAN，1886），Diplosoma mitsukurii  OKA，1892，
Eudistoma tokarae TOKIOKA，1954，E．tokiokai NISHIKAWA，
1990，Distaplia systematica TOKIOKA，1958，Perophora 
multiclathrata（SLUITER，1904），P．sagamiensis TOKIOKA，
1953，Ascidia zara  OKA，1935，Symplegma japonica 
TOKIOKA，1962，Cnemidocarpa irene（HARTMEYER，1906），
Styela canopus （SAVIGNY，1816）and Herdmania pallida

（HELLER，1878）（Table 1）．Botryllids were also present，but 
were excluded from the species list due to their immaturity 
precluding confident identification．Of particular note，
Aplidium monotonicum was found to have invariably low 
dominance and constant maturity when present（absent from 
July to August and in December）．It was exceptional among 
the 18 species in being mature even in winter and early 
spring．The maturity of Aplidium yamazii and Diplosoma 
mitsukurii was at variance with previous findings for other 
Japanese populations of those species，but for no apparent 
reason．
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